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事 業 実 施 報 告 書 

 

事業名 みんな集合！音楽で一日楽しく遊ぼう！  

 

１ 事業の目的   

 １．ドラムサークル出前講座を積極的に実施し、みんな集合！に参加者を増やして 音楽を一日

会場の方々と共に楽しむことを目指す。 

 ２．障害児・者が役割を担いながら例会等参加することで、社会参加時の礎となることを期する。 

 ３．小さな集いも療育音楽を楽しむ会も常に、体験者を募って仲間を増やす。 

 ４．朝霞発で埼玉県内に出前講座で仲間を増やしたい。同じく認知症の受け入れも。 

 

２ 事業内容                                        

  通年、例会を実施しながら、参加者全員で実行委員会を構成して、みんな集合！に向けて工夫

を重ねてきた。 

 

（１）事業の概要 

   事業名は、みんな集合！音楽で一日楽しく遊ぼう！であるが、１２月に実施するまでには

下記のような協力体制で運営された。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（２）事業の流れ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんな集合！音楽で一日楽しく遊ぼう！ 出前ドラムサークル 

療育音楽を楽しむ会 小さな集い 一般公開事業 

協力 
財団・機関・団体 

企業・ボランティア 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３）連携・協力機関 
   ①共催/公益財団法人東京ミュージック・ボランティア協会 

   ②演奏＆協働/埼玉県南西部消防音楽隊 

   ③演奏＆ワークショップファシリテーター/ウオルフィ佐野＆グループ 

   ④コーラス隊への応援出演/和光南特別支援学校教師＆卒業生 

   ⑤会場提供/（株）リゾン 

 
３ 成果及び今後の展開 
 （成果） 
   目標とした事は、ほぼ達成できた。一日会場の全員が参加して楽しく遊ぶことができた。

出前ドラムサークルの回数も達成。内容的にも充実した結果が残せた。 
   一年かけて実行委員会で意見をだし合い、障がい児・者も含めて、全員役割を持つことを

納得。当日の総合司会のメイン担当者も障がい者、実行委員会あいさつも障がい者の保護者

と受け持って進行された。 
   通年の例会活動が母子ともに居場所として充実しているという実感で、例会でも役割を

担い続けて、当日も充分役割を担って、よりよい行事にしようと努力してきた。当日の会場

は、みんなが作り上げてきた自負心でいっぱいだった。会場は満席となった。 
 
 （課題） 
   近隣なら、気軽に、すぐ行って楽しく遊び、楽器収納などもゆとりをもって実施できる。

しかし、この大規模の楽器を揃えて、県内遠方までとなると、楽器運搬コスト、準備収納な

ど一日がかりとなった。 
   県内各地の公共施設に、このように豊富な楽器を揃えた場があれば、ファシリテーターと

助手が正味時間をかけることのみで、楽しい時間を享受できる、障がい児・者が気軽に参加

できるだろうということに気づいた。 
   今後、広い埼玉県各地に、拠点的に環境整備を願いたいと思った。 


